
 

2025年度活動概要     言語教師認知研究会 

 

言語教師認知研究会の研究テーマは、「日本における言語教師認知研究の理論と実践の

確立および実態調査」である。近年では、言語教師認知と不可分な関係にある感情・情動

の探求も視野に入れ、教師の「こころ」の全体性を捉える試みを行っている。 

 本年度は定例研究会を開催することはできなかったが、2026年 2月 21日（土）（14:00

～16:00）に、本研究会と龍谷大学国際社会文化研究所および国際文化学会、ならびに研

究会代表者（長嶺）の科研プロジェクト（基盤研究（C）；課題番号：24K06041）との共

催イベントとして、Thomas S. C. Farrell 氏（Professor of Applied Linguistics, Brock 

University, Canada）を龍谷大学深草学舎（慧光館）に招き、講演会を開催することがで

きた（題目：Reflective Practice in Language Teacher Education: Supporting the Growth 

of Future Educators）。 

 

【講演者および講演内容の概要】 

 Thomas Farrell 氏は、カナダ・Brock University の応用言語学教授であり、長年にわ

たり第二言語としての英語教育（TESOL）ならびに教師教育・教師の専門的成長に関する

実践と研究に携わってきた。氏の代表的著作である『Reflective Language Teaching』を

はじめとする一連の業績は、教師がどのように自らの実践を省察し、学びを深め、専門職

として成長していくことができるのかを理論的・実証的に示したものであり、今日の 

TESOL 分野に大きな影響を与えている。 

 Farrell 氏は 1978年より英語教師および教師教育者として活動しており、豊富な教室

経験に基づいて理論と実践を架橋する知見を提示してきた。また、韓国・シンガポール・

カナダなど多様な文化的・教育的文脈で教育に携わってきた経験から、異なる教育状況に

おけるリフレクティブ・プラクティスの可能性と限界について、国際的な視野に立った洞

察を蓄積している。 

 本講演では、リフレクティブ・プラクティスおよび教師教育に関する理解を深化させる

とともに、国際的に高く評価されている研究成果との対話を通じて参加者の視野を広げる

ことを目指す。さらに本講演では、リフレクティブ・プラクティスの概念を概説し、言語

教師が教職人生を通じていかにして継続的にリフレクティブ・プラクティスに取り組む

ことができるのかについて論じる。 

 


